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常圧焼結の MgB2 の充填率は in-situ 法で約

50%、ex-situ 法で約 75%と低いことが知られて

いる。従って、捕捉磁場特性(臨界電流特性)の向

上には緻密化が不可欠である。また、MgB2粒間

の結合性に対しては in-situ法が ex-situ法よりも

有利である。これまで、我々は in-situ等方圧加

圧焼結(HIP)法や ex-situ 放電プラズマ焼結(SPS)

法によって作製した高充填率(90%以上)MgB2バ

ルクにおいて、20Kで 2 テスラ程度の捕捉磁場

が得られることを報告してきた[1、2]。粒間結合

性が劣ると考えられる ex-situ SPS法バルクが in-

situ HIP 法バルクと同程度の捕捉磁場を示した

原因は、短時間焼結(10 分程度)による粒成長の

抑制にあると考えている。そこで、本研究では

in-situ SPS 法による MgB2バルクの作製を目的

とする。まず、MgB2とMg+2Bの混合粉末(pre-

mix法)を前駆体として、両者(ex-situと in-situ)の割合を変化させたMgB2バルクを SPS法で作製し

た。Fig.1に得られたMgB2バルクの捕捉磁場の温度依存性を示す。100% ex-situ (0% in-situ)バルク

の 20Kの捕捉磁場は 1.7テスラであったが、in-situの割合を増やした 50% in-situバルクの捕捉磁

場は 1.9テスラに向上した。両者の充填率は同程度であることから、この捕捉磁場の向上は in-situ

で生成された MgB2 による粒間結合性の改善によると考えられる。現在、電気抵抗率による粒間

結合性の評価や微細組織観察を実施中である。講演ではこれらのデータと併せて捕捉磁場と粒間

結合性の相関について議論する予定である。 
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Fig.1: Temperature dependence of the trapped field 

of the SPS MgB2 bulks. 
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